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用
器
画
法　

一
八
八
二（
明
治
15
）
年

　

現
在
の
高
校
「
工
業
・
製
図
」

の
教
科
書
に
も
、
線
分
や
角
の
等

分
、
垂
線
の
書
き
方
な
ど
基
本
的

な
図
形
の
書
き
方
が
同
様
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
基
礎
的
な
図
の

書
き
方
は
、今
も
全
く
同
じ
で
す
。

【
高
校
工
業
科
用
・
製
図
教
科
書
】
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明
治
期
、
中
学
校
の
教
科
に
図

画
が
あ
り
、
そ
の
中
に
「
用
器
画
」

の
学
習
が
あ
り
ま
し
た
。
「
用
器

画
」
と
は
、
定
規
や
コ
ン
パ
ス
な

ど
器
具
を
用
い
て
平
面
図
や
立
体

図
を
作
図
す
る
技
法
で
、
製
図
の

基
本
と
も
言
え
ま
す
。　
　
　
　

　

最
も
初
期
の
「
用
器
画
」
教
科

書
の
ひ
と
つ
が
、
福
井
市
出
身
の

植
物
学
者
、
教
育
者
平
瀬
作
五
郎

ひ
ら

せ

さ
く

ご

ろ
う

が
編
纂
し
た
『
用
器
画
法
』
で
す
。

こ
れ
は
、
一
八
八
二
（
明
治
15
）

年
、
平
瀬
が
岐
阜
県
中
学
校
の
図

画
教
師
と
し
て
在
任
中
に
作
成
し

た
教
科
書
で
、
西
欧
の
幾
何
学
法

を
導
入
し
た
画
期
的
な
教
科
書
と

し
て
全
国
各
地
の
中
学
校
で
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
一
九
四
三（
昭
和
18
）年
ま

で
60
年
余
り
に
わ
た
っ
て
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
用
器
画
法
」
は
大
変
評
価
が

高
く
、
洋
画
の
基
本
的
な
技
法
や
、

定
規
・
コ
ン
パ
ス
の
器
具
を
用
い

て
、
正
確
に
作
図
や
設
計
が
で
き

る
技
術
を
学
ぶ
た
め
の
も
の
で
し

た（
用
器
画
法
圖
式
は
、
用
器
画
法

の
解
答
図
に
あ
た
り
ま
す
）
。

　

明
治
の
初
め
、
小
学
校
に
は
技

術
・
家
庭
科
の
前
身
の
教
科
と
し

て
、「
農
業
」
「
工
業
」
「
商
業
」

「
水
産
」
「
手
工
」
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
一
つ
「
手
工
科
」
の
わ

が
国
最
初
の
教
科
書
『
小
学
校
用

手
工
篇
』
を
著
し
た
の
が
、
福
井

市
出
身
の
瓜
生

寅
で
す
。　
　

う

り
ゅ
う
は
じ
む

　

瓜
生
は
、
漢
学
、
蘭
学
、
英
学

を
学
び
、
幕
府
の
英
語
学
校
教
授

を
務
め
て
い
ま
し
た
。
一
八
七
〇

（
明
治
３
）
年
に
新
政
府
に
登
用
さ

れ
文
部
省
、
大
蔵
省
、
工
部
省
な

ど
に
勤
務
、
一
八
七
二
（
明
治
５
）

年
の
学
制
立
案
者
の
一
人
で
も
あ

り
ま
し
た
。
瓜
生
は
、
一
八
八
七

（
明
治
20
）
年
に
『
小
学
校
用
手
工

篇
』
第
一
、
第
二
、
第
三
の
三
冊

を
刊
行
し
ま
し
た
。
こ
の
教
科
書

で
、
陶
工
、
石
工
、
織
工
、
仕
立

屋
な
ど
、
熟
練
が
必
要
な
職
人
に

技
能
の
教
育
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
戦
後
の
職

業
・
家
庭
科
か
ら
技
術
・
家
庭
科

の
誕
生
、
そ
し
て
現
在
の
技
術
・

家
庭
科
ま
で
の
学
習
形
態
や
学
習

内
容
の
移
り
変
わ
り
を
紹
介
し
ま

す
。
教
科
書
、
実
習
用
具
や
製
作

物
な
ど
の
資
料
を
見
て
、触
れ
て
、

技
術
・
家
庭
科
に
つ
い
て
楽
し
く

学
ん
で
く
だ
さ
い
。


